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《学校教育目標》 

EXPECTATION 

志をもち，自ら動き，たくましく生活する生徒の育成 

～小から中へ，中から社会へ，確かな自律成長～ 

《 目指す生徒像 》 

『人を大切にする力・考えをもつ力・表現する力・チャレンジする力』をもつ生徒 

□基礎基本の学力と教養を身に付け，学びを生かす生徒 

□豊かな感性と人間性を有し，自他を尊重し，自己統制できる生徒 

□高い志を有し，地道な努力を積み重ねる生徒 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜音戸中学校区＞ 

小中合同研修 

小中一貫カリキュラム 

 

【研究主題】 

主体的に学ぶ生徒の育成 

～「育成すべき資質・能力」の向上をめざした授業づくり～ 

【学力向上部会】 

１ 主体的な学び 

広島版「学びの変革」 

思考場面の充実 

2 学習者基点の授業 

3 「課題発見・解決学習」 

協働的な学習の推進 

ＰＤＣＡサイクル 

4 総合的な学習の時間 

キャリア教育の充実 

【生活向上部会】 

１ 小中連携 

授業体験 

部活動体験 

ふるさと交流 

２ 地域連携 

地域行事への参加 

学校公開 

3 家庭学習の定着 

サオンドノート 

【生活指導部会】 

１ 積極的生徒指導 

規範意識の確立 

２ 学びの基本の徹底 

３ 自己肯定感の育成 

サオンドバッジ 

４ 体力づくり 

5 豊かな体験 

伝統文化の伝承 

大会・コンクールの参加 

6 学校行事・部活動の充実 

【育成すべき資質・能力】 

「知識・技能」，「思考力・判断力・表現力」， 

「地域の一員として関わる力」，「協働的にかかわる力」 


